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テーマは「耕地面積」

山形県における耕地面積の推移

山形県の令和６年の耕地面積は、11万3,100haとなっています。これは、耕地面積が最

大だった昭和45年（46年は同数）に比べて、４万800ha（26.5％）の減少となります。な

お、同期間の全国及び東北での耕地面積の推移を見ると、それぞれ26.6％の減少、21.4％

の減少となっています。

また、田畑別の耕地面積の推移みると、田の減少が２万7,300ha（23.3％）、畑の減少

が１万3,500ha（36.7％）となっています。

山形県における市町村別耕地の状況

山形県の令和５年の耕地面積を市町村別にみる

と、図２のとおりとなっています。

また、耕地の田畑別の状況を田の割合でみると、

県全体では田が79.5％になっており、市町村別は

図３のとおりとなっています。

図１ 田畑別耕地面積の推移（山形県）

図３ 県内市町村別の田の割合

図２ 山形県における市町村別耕地面積
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山形県における市町村別耕地面積の動向

山形県の令和５年の作付（栽培）延べ面積は、

10万3,400haとなっています。また、耕地利用率

は、91.1％となっております。

---お問合せ--- 東北農政局山形県拠点地方参事官室
分析担当

電話：023-622-7235

統計データを活用した分析支
援やご相談を受け付けています。
お気軽にご相談ください。

市町村別の耕地面積の動向を、直近の令和５年と10年前（平成25年）との比較で田畑別で

みると、それぞれ図４及び図５のとおりとなっています。

図４ 田耕地面積の減少率 図５ 畑耕地面積の減少率

表１ 農作物作付（栽培）面積（令和５年）
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山形県における農作物作付（栽培）延べ面積

注：水稲（子実用）には、主食用米、加工用米、米粉用米、

新市場開拓用米等、備蓄米が含まれますが、飼料用米やWCS

用稲はその他作物に区分されます。

図６ 田耕地における作物別作付割合
（令和５年）

田畑計 田 畑

ha ha ha

 作付（栽培）延べ面積 103,400 84,300 19,100

61,000 61,000 -

4,940 4,840 102

5,760 4,890 868

31,700 13,600 18,100

耕 地 面 積 113,500 90,200 23,300

耕 地 利 用 率 91.1% 93.5 82.0

　 水稲（子 実 用）

　 大豆（乾燥子実用）

　 そば（乾燥子実用）

　 そ の 他 作 物

区分

注１：加工用米等とは、加工用米、新規需要米
（飼料用米及びWCSを除く）、備蓄米である。

２：飼料用米等とは、飼料用米及びWCSである。


